
教員の確保に向けた取組について

R6.9.3 教職員課



いわゆる「教員不足」の問題

■ 臨時的任用教員（講師）の不足

■ 教員採用試験の受験倍率の低下

教員の不足 ＝ 需要の増 ＋ 供給の減



現在と１０年後（予想）の年齢構成

50歳
△193人

34歳
＋126人

小・中学校（校長・教頭・教諭）の年齢構成
定年延長＆役職定年

大量退職期
到来！

大量退職期
到来！

新規採用の増



H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 (R6-H27)
児童数 89,670 89,520 89,571 89,962 89,577 88,893 87,986 87,035 85,614 83,641 △ 6,029
うち特支児童数 2,126 2,496 2,982 3,634 4,293 5,085 5,719 6,156 6,633 6,975 4,849
通常学級 3,998 3,960 3,918 3,894 3,855 3,794 3,726 3,705 3,659 3,593 △ 405
特別支援学級 585 653 767 880 1,006 1,139 1,232 1,320 1,396 1,443 858
学級数計 4,583 4,613 4,685 4,774 4,861 4,933 4,958 5,025 5,055 5,036 453

約10年で

児童 約6,000人減
特支児童 約5,000人増
学級数 約 450学級増



H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 (R6-H27)

正規教員 4,890 4,854 4,797 4,789 4,797 4,926 5,000 5,051 5,111 5,158 268

臨時的任用教
員

473 550 688 786 849 823 771 745 634 585 112

教員計 5,363 5,404 5,485 5,575 5,646 5,749 5,771 5,796 5,745 5,743 380

約10年で

小学校教員 380人増

内正規教員 268人増



「特別支援学級」増加の背景

H18. 3 『学校教育法』改正
「特殊教育」から「特別支援教育」

H23. 4 『義務標準法』等改正
特別支援学級設置，事前協議制から事後届出制へ（H24.4～）

H25. 8 『学校教育法施行令』改正
「認定就学」制度の廃止，本人･保護者の意向の尊重

H28. 4 『障害者差別解消法』施行
合理的配慮の法的義務



△ 228

既卒者の受験者減 → 倍率低下 ＆ 臨時的任用教諭（講師）の“なり手”不足

＋ 5



23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4 5 R5－H23

卒業者数 269 284 280 279 269 271 283 280 279 224 219 219 202

本県採用試験

受験者数 75 84 64 64 56 60 51 45 38 49 49 50 82

入学定員 275 275 275 275 275 275 215 215 215 215 215 190 190 ▲ 85

卒業者数 287 314 284 310 242 225 269 205 186 205 195 185 205

本県採用試験

受験者数 65 86 46 46 42 30 45 39 35 36 50 56 73

入学定員 390 390 390 265 265 220 220 220 220 220 220 220 210 ▲ 180

卒業者数 166 139 154 164 162 166 150 163 160 134 124 144 141

本県採用試験

受験者数 14 10 8 10 8 12 10 11 9 13 6 10 10

入学定員 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 0

卒業者数 261 277 245 246 252 252 223 232 183 195 182 183 196

本県採用試験

受験者数 21 18 10 9 18 25 26 18 9 17 16 20 21

入学定員 240 240 240 240 240 240 240 240 240 240 210 210 210 ▲ 30

卒業者数 983 1014 963 999 925 914 925 880 808 758 720 731 744

本県採用試験

受験者数 175 198 128 129 124 127 132 113 91 115 121 136 186

入学定員 1085 1085 1085 960 960 915 855 855 855 855 825 800 790 ▲ 295

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2

22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4入学年度（短期大学）

鹿児島
純心大学

人間教育学
部

（国際人間

学部）

鹿児島
女子短期大学

児童教育
学科

合   計

入学年度（大学）

⑴　小学校教員養成課程のある主な大学等における卒業者数等について

卒業年度

鹿児島大学 教育学部

鹿児島
国際大学

福祉社会
学部



採用倍率の低下，臨時的任用教員のなり手不足の主な要因

▲ 児童生徒数減少の一方で学級数が急増

▼ 多くの臨時的任用教員の採用が進み“なり手”が減少

▲ 退職者の増（大量退職期）

▼ 「働きやすさ」や「働きがい」への懸念

▲ 需要の増に伴う新規採用者数の増

▼ 供給の減



■ 働き方改革の更なる推進（働きやすさ＆働きがい up）

■ 新卒受験者の増

■ 既卒受験者の増

今後の対策の方向性



■ 学校における「働き方改革」更なる推進

働きやすさ ｕｐ
（多忙の解消）

働きがい ｕｐ
（意義のある仕事に集中）

業務の３分類

授業時数の見直し
行事の在り方の見直し
ICT活用による校務効率化
職員の意識改革 等々

35人学級

小学校の教科担任
支援スタッフ 等々

業務の適正化を図り，児童生徒と向き合う時間を確保



保護者や地域の方々の理解と協力が不可欠 → 丁寧な対話が不可欠



■ 教員免許取得学生の教採受験率ＵＰ

■ 新卒受験者の増

→ 大学・短大入学前の教職への意欲喚起

（対高校生説明会 等）

→ 現役学生対象の講座や説明会等

■ 教員免許取得者のＵＰ



■ Ｕターン＆Ｉターン

■ 既卒受験者，他職からの教員志望者の増

→ 県のＵＩターンフェア等とのコラボ，県外会場等

→ ＵＩターンの方のお仕事として臨時的任用教員の紹介

■ 潜在教員（ペーパー＆ブランクＴ）から

講師へ，さらに教採受験へ

→ 市町村教委と教育事務所の連携による人捜し

→ 不安解消のための研修，相談会等



教員採用特設サイト





現在の国の動向について

（中央教育審議会＆概算要求）












